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前年同期比増加率の推移（金融業、保険業を除く） （単位：％、億円）◆売上高（金融業、保険業を除く）　
製造業は増収、非製造業は減収
売上高は、359兆5,572億円で、対前年同期増加率（以下、「増
加率」という）は△3.5％となりました。
業種別にみると、製造業は2.9％、非製造業は△5.9％となりま
した。
◆経常利益（金融業、保険業を除く）　
製造業、非製造業ともに減益
経常利益は、15兆1,360億円で、増加率は△32.0％となりました。
業種別にみると、製造業は△29.5％、非製造業は△32.9％とな
りました。
◆設備投資（金融業、保険業を除く）　
製造業、非製造業ともに増加
設備投資額は、16兆3,525億円で、増加率は4.3％となりました。
業種別にみると、製造業は0.6％、非製造業は6.2％となりました。
なお、ソフトウェア投資額を除いた設備投資額は14兆8,627億
円で、増加率は3.5％となりました。

令和２年１～３月期（速報）については、５月10日の回答期限に
基づいて回収された調査票の推計結果を公表しております。
なお、「確報」については、調査票の回答期限を２カ月程度延長し
たうえで、おおむね２カ月後に調査結果を公表する予定です。

―令和２年１～３月期調査（速報）　

回答法人数 19,636社 （16,326社）
回 答 率 　 62.3％     （61.4％）
（　）書きは金融業、保険業を除いた数値です。

財務省法人企業統計調査 この調査は、統計法に基づく基幹統計として資本金１千万円以上の営利法人等を対象に、
企業活動の短期的動向を把握することを目的として、四半期ごとの仮決算計数を調査してい
るものです。なお、平成２０年度調査より、金融業、保険業を含めた調査を実施しています。
以下は、令和２年６月１日に発表した令和２年１～３月期（速報）の調査結果の概要です。

　「法人企業統計調査」は、統計法に基づく基幹統計に指定されており、調査の対象となった
法人様には調査票を提出する義務がございますので、必ず提出期限までに財務省（財務局・
財務事務所）への提出をお願いします。
　なお、次回令和２年４～６月期の調査票の提出期限は令和２年８月１１日、結果の公表は
令和２年９月１日の予定です。

売上高
　全産業
　　製造業
　　非製造業

経常利益
　全産業
　　製造業
　　非製造業

設備投資
　全産業

　　製造業

　　非製造業

区　分 31.1-3 4-6 元.7-9 10-12 2.1-3（速報）

（注）設備投資の（　）書きは、ソフトウェア投資額を除いたベース。
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株
式
報
酬
の
取
扱
い
を
事
前
交
付
型

と
事
後
交
付
型
に
分
け
て
議
論
─
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ

会　
　
計

去
る
５
月
28
日
、
企
業
会
計
基
準

委
員
会
は
第
４
３
４
回
企
業
会
計
基

準
委
員
会
を
開
催
し
た
。
５
月
29
日

に
Ａ
Ｓ
Ｂ
Ｊ
が
公
表
し
た
資
料
に
よ

る
と
、
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

金
利
指
標
改
革

金
利
指
標
改
革
に
起
因
す
る
会
計

上
の
論
点
に
お
け
る
実
務
対
応
報
告

公
開
草
案
59
号
「
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
を
参

照
す
る
金
融
商
品
に
関
す
る
ヘ
ッ

ジ
会
計
の
取
扱
い
（
案
）」
に
つ
い

て
、
審
議
が
行
わ
れ
、
委
員
全
員
の

賛
成
で
公
表
議
決
さ
れ
た
（
６
月
３

日
公
表
、
コ
メ
ン
ト
期
限
は
８
月
３

日
。https://w

w
w

.asb.or.jp/
jp/accou

n
tin

g_stan
dards/

exposure_draft/y2020/2020-
0603.htm

l

参
照
）。

取
締
役
等
の
報
酬
等
と
し
て
金
銭

の
払
込
み
等
を
要
し
な
い
株
式
の

発
行
等

前
回
（
２
０
２
０
年
６
月
10
日

（
№
１
５
８
０
）
情
報
ダ
イ
ジ
ェ
ス

ト
参
照
）
に
引
き
続
き
、
取
締
役
等

の
報
酬
等
と
し
て
金
銭
の
払
込
み
等

を
要
し
な
い
で
株
式
の
発
行
等
を
す

る
場
合
に
お
け
る
会
計
上
の
取
扱
い

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
た
。

⑴　
会
計
処
理

事
務
局
か
ら
、
費
用
の
認
識
や
測

定
に
つ
い
て
は
企
業
会
計
基
準
８

号
「
ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
等
に

関
す
る
会
計
基
準
」（
以
下
、「
Ｓ
Ｏ

会
計
基
準
」
と
い
う
）
を
準
用
す
る

こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
の
基
本
的
な

考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
考

え
方
に
従
い
、
４
つ
の
取
引
ご
と
に

以
下
の
会
計
処
理
の
分
析
が
示
さ
れ

た
。

①
　
事
前
交
付
型（
株
式
の
発
行
）

基
本
と
な
る
会
計
処
理
と
し
て
、

企
業
が
取
締
役
か
ら
取
得
す
る
サ
ー

ビ
ス
は
、
そ
の
取
得
に
応
じ
て
費
用

と
し
て
計
上
し
、対
応
す
る
金
額
を
、

勤
務
期
間
の
各
期
に
払
込
資
本
と
し

て
計
上
す
る
。

ま
た
、
報
酬
費
用
の
測
定
は
、
Ｓ

Ｏ
会
計
基
準
と
同
様
で
あ
る
が
、
見

積
り
の
変
更
が
生
じ
た
場
合
に
会
計

処
理
に
違
い
が
あ
る
。

②
　
事
前
交
付
型（
自
己
株
式
の
処

分
）

事
前
交
付
型
で
自
己
株
式
の
処
分

を
行
っ
た
場
合
の
基
本
的
な
会
計
処

理
お
よ
び
報
酬
費
用
の
測
定
は
、
①

と
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
自
己
株

式
の
処
分
に
よ
り
株
式
の
割
当
て
を

行
う
場
合
、
そ
の
時
点
で
の
自
己
株

式
の
簿
価
の
会
計
処
理
が
必
要
と
な

る
点
で
、
新
株
の
発
行
と
異
な
る
。

こ
の
場
合
の
会
計
処
理
に
つ
い

て
、
事
務
局
よ
り
次
の
よ
う
な
案
が

示
さ
れ
た
。

案
１
　
割
当
日
に
自
己
株
式
の
簿
価

を
減
額
し
、
払
込
資
本
（
そ
の
他

資
本
剰
余
金
）
を
同
額
減
額
す
る
。

　
　
報
酬
費
用
の
増
加
に
伴
い
、
払

込
資
本
（
そ
の
他
資
本
剰
余
金
）

を
増
額
す
る
。

案
２
　
報
酬
費
用
の
増
加
に
伴
い
、

払
込
資
本
（
そ
の
他
資
本
剰
余
金
）

を
増
額
す
る
。

　
　
勤
務
が
終
了
し
権
利
が
確
定
し

た
時
に
、
自
己
株
式
の
簿
価
を
減

額
し
、
払
込
資
本
（
そ
の
他
資
本

剰
余
金
）
を
同
額
減
額
す
る
。

③
　
事
後
交
付
型（
株
式
の
発
行
）

基
本
的
な
会
計
処
理
お
よ
び
報
酬

費
用
の
測
定
は
、
①
で
示
し
た
も
の

を
基
本
と
す
る
が
、
事
前
交
付
型
と

は
、
次
の
点
が
異
な
る
。

イ　
付
与
日

公
正
な
評
価
単
価
の
計
算
で
は
、

付
与
日
の
株
価
を
利
用
し
、
ス
ト
ッ

ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
お
よ
び
事
前
交
付

型
で
は
、「
割
当
日
」
と
し
て
い
る
。
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7・１

会
計
・
監
査
の
分
野
で
は
、
会
計

処
理
や
監
査
手
続
に
関
す
る
「
基
準
」

が
極
め
て
た
く
さ
ん
あ
る
。
昔
は
会

計
の
基
準
と
い
え
ば
企
業
会
計
原
則
、

監
査
の
基
準
と
い
え
ば
監
査
基
準
に

代
表
さ
れ
、
そ
れ
に
実
務
指
針
が
い

く
つ
か
作
成
さ
れ
る
と
い
う
構
図
で
、

比
較
的
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
最
近
は
、
テ
ー
マ
ご
と
に
会

計
基
準
や
監
査
基
準
が
細
分
化
し
て

作
成
さ
れ
る
た
め
、
結
果
と
し
て
数

が
多
く
な
っ
て
い
る
。
監
査
の
基
準

は
主
に
監
査
人
側
の
問
題
で
あ
る
が
、

会
計
の
基
準
は
会
社
の
経
理
担
当
者

と
監
査
人
両
方
に
関
わ
っ
て
く
る
問
題

な
の
で
、
こ
こ
で
は
会
計
の
基
準
に
つ

い
て
話
を
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

こ
こ
で
の
論
点
は
、
会
計
基
準
は

な
ぜ
作
成
さ
れ
る
の
か
と
い
う
点
で

あ
る
。
会
計
処
理
を
行
う
た
め
に
は

基
準
が
必
要
だ
か
ら
と
い
う
回
答
が

考
え
ら
れ
る
が
、
各
人
が
考
え
て
会

計
処
理
を
行
え
ば
、
特
に
基
準
は
必

要
な
い
と
い
う
考
え
方
も
あ
り
そ
う
で

あ
る
。
た
と
え
ば
、
商
品
を
販
売
し

て
売
上
を
計
上
す
る
と
き
に
、
受
注
、

出
荷
、
請
求
、
入
金
と
い
う
手
続
が

あ
る
と
し
た
場
合
、
ど
の
時
点
で
売

上
を
計
上
す
る
か
は
４
つ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
が
考
え
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
各
人
に

任
せ
る
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
。
会

計
処
理
の
結
果
は
決
算
書
と
し
て
ま

と
め
ら
れ
、
税
金
の
申
告
、
株
主
へ

の
配
当
、
投
資
家
へ
の
投
資
情
報
等

と
し
て
利
用
さ
れ
る
。
こ
こ
で
問
題

と
な
る
の
は
、
各
人
・
各
社
に
そ
れ
ぞ

れ
独
自
の
会
計
処
理
を
容
認
す
る
と
、

目
的
に
合
わ
せ
て
内
容
の
相
違
す
る

複
数
の
決
算
書
を
作
成
し
、
会
社
間

の
比
較
が
で
き
な
い
、
あ
る
い
は
課

税
関
係
に
不
公
平
感
が
生
じ
る
な
ど

の
弊
害
が
生
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
弊
害
を
な
く
す
た
め
に
は
、
同
じ

会
計
取
引
に
は
統一し
た
同
じ
会
計
処

理
を
義
務
づ
け
る
必
要
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
会
計
基
準
の
必
要
性
が
認
め

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
日
本
で

は
、
企
業
会
計
原
則
が
初
め
て
の
会

計
基
準
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在

に
至
る
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
会
計
基
準

が
作
成
さ
れ
利
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、「
同
じ
会

計
取
引
に
は
同
じ
会
計
処
理
」
を
い

か
に
実
現
さ
せ
る
か
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
、
会
計
基
準
の
内
容
の
解
釈
に

統
一
感
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
同
じ
文
章
を
読
ん
で
も
、
人

そ
れ
ぞ
れ
価
値
観
の
多
様
性
が
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
出
て
く
る
。
こ

の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
解
決
す
る
か

で
あ
る
が
、
私
は
「
会
計
基
準
の
設

定
趣
旨
の
尊
重
」
を
大
切
に
し
て
い

る
。
た
と
え
ば
、
会
計
と
課
税
の

タ
イ
ム
ラ
グ
を
調
整
す
る
た
め
に
税

効
果
会
計
基
準
が
作
成
さ
れ
、
金

融
商
品
の
含
み
損
を
表
に
出
す
た
め

に
金
融
商
品
会
計
基
準
が
作
成
さ
れ
、

固
定
資
産
の
将
来
価
値
の
目
減
り
を

会
計
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
減
損
会

計
基
準
が
作
成
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の

各
会
計
基
準
の
設
定
趣
旨
を
踏
ま
え
、

当
初
の
目
的
を
誠
実
に
実
現
さ
せ
る

た
め
に
基
準
を
解
釈
し
適
用
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
問
題
な
の
は
、
基

準
に
書
い
て
な
け
れ
ば
何
を
や
っ
て
も

よ
い
と
主
張
す
る
も
の
を
時
々
み
か

け
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
、
会
計
基
準
に
は
例
外
扱
い

が
出
て
く
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
例

外
を
我
が
物
顔
に
使
い
出
す
と
、
当

該
会
計
基
準
の
設
定
趣
旨
を
逸
脱
す

る
リ
ス
ク
が
あ
る
の
で
、
例
外
規
定

は
限
定
的
に
解
釈
し
た
い
。

さ
ら
に
、
経
済
活
動
の
多
様
化
に

伴
い
新
し
い
取
引
が
生
じ
る
場
合
が

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
で
明
確
な

会
計
基
準
が
な
い
場
合
は
、
経
済
実

態
を
見
極
め
た
合
理
性
を
優
先
し
て

会
計
処
理
を
判
断
す
る
必
要
が
あ

る
。あ

ら
た
め
て
整
理
す
る
と
、
①
な

ぜ
こ
の
会
計
基
準
の
制
定
が
必
要
で

あ
っ
た
の
か
を
原
点
に
返
っ
て
考
え
る
、

②
例
外
規
定
は
限
定
的
に
使
う
、
③

新
し
い
会
計
事
象
の
処
理
は
経
済
合

理
性
の
観
点
か
ら
考
え
る
、
で
あ
る
。

基
準
の
解
釈
に
際
し
留
意
す
べ
き
こ
と

公
認
会
計
士 

手
塚　

仙
夫

会
計・監
査

カ
ナ
メ
の
要

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
関
す
る
好
開
示
の

ポ
イ
ン
ト
、公
表
─
金
融
庁

会　
　
計

事
後
交
付
型
で
は
、
付
与
日
は
報
酬

に
関
す
る
契
約
が
取
締
役
と
の
間
で

締
結
さ
れ
た
日
と
す
る
。 

ロ　
払
込
資
本
の
認
識
時
点

事
後
交
付
型
の
取
引
に
お
い
て

は
、
事
前
交
付
型
の
取
引
と
異
な
り
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
受
け
た
後
に
株
式

を
引
き
渡
す
こ
と
に
な
る
た
め
、
権

利
確
定
日
以
後
の
割
当
日
に
お
い
て

払
込
資
本
の
増
加
を
認
識
す
る
。 

ハ　
報
酬
費
用
の
相
手
勘
定

ス
ト
ッ
ク
・
オ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、

純
資
産
の
部
の
株
主
資
本
以
外
の
項

目
と
し
て
新
株
予
約
権
に
計
上
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
事

後
交
付
型
に
つ
い
て
も
、
純
資
産
の

部
の
株
主
資
本
以
外
の
項
目
と
し
て

計
上
す
る
。

④
　
事
後
交
付
型（
自
己
株
式
の
処

分
）

会
計
処
理
は
基
本
的
に
③
と
同

様
。

⑵　
開
示（
注
記
） 

開
示
に
関
す
る
論
点
と
し
て
、
次

の
検
討
事
項
が
示
さ
れ
た
。

 ①　
ど
の
よ
う
な
内
容
の
注
記
を
行

う
か
。
Ｓ
Ｏ
会
計
基
準
に
お
け
る

注
記
事
項
を
参
考
に
す
る
か
。

②　
１
株
当
た
り
情
報
に
お
け
る
取

扱
い

③　
関
連
当
事
者
取
引
に
お
け
る
取

扱
い

＊　

委
員
か
ら
、「（
審
議
資
料
で
は
）

１
年
ご
と
に
権
利
が
確
定
す
る
前
提

に
な
っ
て
い
る
設
例
で
会
計
処
理
を

説
明
さ
れ
て
い
る
が
、
取
締
役
報
酬

は
、
中
長
期
の
業
績
等
の
達
成
度
合

い
で
確
定
す
る
ケ
ー
ス
の
ほ
う
が
一

般
的
な
の
で
は
」
と
の
意
見
が
あ

り
、
事
務
局
か
ら
は
「
複
数
年
の
場

合
な
ど
別
の
設
例
を
増
や
し
て
い
き

た
い
」
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

去
る
５
月
29
日
、
金
融
庁
は
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

に
関
す
る
記
述
情
報
の
開
示
Ｑ
＆
Ａ 

―
投
資
家
が
期
待
す
る
好
開
示
の
ポ

イ
ン
ト
―
」
を
公
表
し
た
。

本
Ｑ
＆
Ａ
は
、
２
０
１
９
年
３
月

19
日
に
公
表
さ
れ
た
「
記
述
情
報
の

開
示
に
関
す
る
原
則
」
に
沿
っ
た
も

の
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
つ
い
て
、
ル
ー
ル
へ
の
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金　
　
融

米
中
貿
易
戦
争
の
和
解
後
退
が
落
と

す
影

国
際
会
計

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号「
リ
ー
ス
」修
正「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
し
た
賃
料

減
免
」、公
表
─
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ

形
式
的
な
対
応
に
と
ど
ま
ら
な
い
開

示
の
充
実
に
向
け
た
企
業
の
取
組
み

を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
作
成
さ

れ
て
お
り
、
新
た
な
開
示
事
項
を
加

え
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い

る
。主

な
内
容
は
次
の
と
お
り
。

⑴　
経
営
方
針
、経
営
環
境
お
よ
び

対
処
す
べ
き
課
題
等
の
記
載
内
容

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

経
営
環
境
に
与
え
る
影
響
に
つ
い

て
、 

経
営
者
が
新
た
に
認
識
し
た
自

社
の
弱
み
や
課
題
等
を
踏
ま
え
、
セ

グ
メ
ン
ト
ご
と
に
具
体
的
に
記
載
す

る
。

⑵　
事
業
等
の
リ
ス
ク

事
業
活
動
に
与
え
る
影
響
等
も
含

め
、
取
締
役
会
や
経
営
会
議
等
に
お

け
る
議
論
の
内
容
を
、
具
体
的
に
、

か
つ
可
能
な
限
り
定
量
的
な
情
報
も

含
め
て
記
載
す
る
。

⑶　
事
業
等
の
リ
ス
ク
の
対
応
策

対
応
策
が
明
確
に
定
ま
っ
て
い
な

い
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
記
載
し
た

う
え
で
、
そ
の
後
対
応
策
が
策
定
さ

れ
た
時
点
で
四
半
期
報
告
書
や
臨
時

報
告
書
、
適
時
開
示
等
に
お
い
て
情

報
提
供
す
る
。

⑷　
経
営
者
に
よ
る
財
政
状
態
、経

営
成
績
お
よ
び
キ
ャ
ッ
シ
ュ・
フ

ロ
ー
の
状
況
の
分
析（
Ｍ
Ｄ
＆
Ａ
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
、
経
営
成
績
等
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
状
況
に
お
い
て
、
Ｋ
Ｐ

Ｉ
の
達
成
状
況
等
を
記
載
す
る
場
合

に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
と
そ
れ
以
外
の
影
響
に
区
分
し
、

各
内
容
を
具
体
的
に
記
載
す
る
。

⑸　
キ
ャ
ッ
シ
ュ・フ
ロ
ー
分
析

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
踏
ま
え
た
資
金
繰
り
等
に
つ

い
て
は
、
経
営
者
の
検
討
事
項
・
対

応
事
項
を
具
体
的
に
記
載
す
る
。

⑹　
会
計
上
の
見
積
り

Ｍ
Ｄ
＆
Ａ
の「
会
計
上
の
見
積
り
」

で
は
、
見
積
り
に
用
い
た
仮
定
に
加

え
、
そ
の
仮
定
を
選
択
し
た
背
景
や

当
該
仮
定
が
変
動
す
る
こ
と
に
よ
る

経
営
成
績
等
へ
の
影
響
に
つ
い
て
記

載
す
る
。
そ
の
際
、
可
能
で
あ
れ
ば

定
量
的
な
記
載
が
望
ま
し
い
と
さ
れ

る
が
、
測
定
が
困
難
な
場
合
に
は
、

想
定
さ
れ
る
シ
ナ
リ
オ
等
を
定
性
的

に
わ
か
り
や
す
く
記
載
す
る
。

⑺　
監
査
役
等
の
活
動
状
況

計
画
し
て
い
た
監
査
役
等
の
活
動

で
実
施
困
難
と
な
っ
た
も
の
が
あ
れ

ば
、
そ
の
内
容
を
記
載
し
、
代
替
的

な
対
応
を
記
載
す
る
。

⑻　
役
員
報
酬
の
記
載
内
容

役
員
報
酬
の
算
定
方
法
を
変
更
す

る
場
合
は
、算
定
方
法
の
変
更
に
至
っ

た
背
景
や
理
由
を
記
載
し
た
う
え
で
、

新
た
な
算
定
方
法
が
従
来
の
算
定
方

法
と
異
な
る
点
に
つ
い
て
、
具
体
的

に
わ
か
り
や
す
く
記
載
す
る
。

⑼　
政
策
保
有
株
式

株
価
の
変
動
に
よ
り
評
価
額
が
変

動
し
た
等
の
リ
ス
ク
が
顕
在
化
し
た

場
合
に
は
、
保
有
効
果
の
検
証
内
容

等
に
つ
い
て
、具
体
的
に
記
載
す
る
。

⑽　
将
来
状
況
に
お
け
る
事
後
的
な

事
象
の
変
化
に
係
る
開
示

提
出
日
現
在
に
、
経
営
者
が
企
業

の
経
営
成
績
等
に
影
響
を
与
え
る
可

能
性
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
主
要

な
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
一
般
に
合
理

的
と
考
え
ら
れ
る
範
囲
で
具
体
的
な

説
明
が
さ
れ
て
い
た
場
合
、
提
出
後

に
事
情
が
変
化
し
て
も
虚
偽
記
載
の

責
任
を
問
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

去
る
５
月
28
日
、
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｂ
は
、

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号
「
リ
ー
ス
」
を
修
正

す
る
基
準
書
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
連
し
た
賃
料
減
免
─

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号
の
修
正
」（
以
下
、「
修

正
基
準
」と
い
う
）を
公
表
し
た（
詳

細
は
40
頁
ポ
イ
ン
ト
解
説
参
照
）。

修
正
の
背
景

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
よ
る
世
界
経
済
の
混
乱
に
お
い

て
、
貸
手
が
借
手
に
対
し
て
一
定
の

期
間
、
賃
料
の
猶
予
や
値
下
げ
と
い

う
形
に
よ
り
賃
料
の
減
免
措
置
を
す

る
こ
と
が
あ
る
。
修
正
基
準
で
は
、

こ
の
よ
う
な
事
象
を
原
因
と
す
る
賃

料
減
免
等
に
対
し
て
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16

号
に
お
け
る
リ
ー
ス
の
条
件
変
更
の

会
計
処
理
に
つ
い
て
、
借
手
に
救
済

措
置
が
置
か
れ
た
。

修
正
基
準
の
内
容

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
16
号
で
は
賃
料
減
免
等

の
措
置
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
本
来

は
リ
ー
ス
の
条
件
変
更
の
定
義
を
満

た
す
か
否
か
を
検
討
し
、
リ
ー
ス
の

条
件
変
更
に
該
当
す
る
場
合
に
は
当

該
会
計
処
理
を
す
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
修
正
基
準
に
よ
る
救
済

措
置
に
よ
れ
ば
、リ
ー
ス
の
借
手
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関

連
し
た
賃
料
減
免
等
は
リ
ー
ス
の
条

件
変
更
で
は
な
い
も
の
と
し
て
会
計

処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

公
開
草
案
で
は
、
当
該
救
済
措
置

が
適
用
さ
れ
る
賃
料
は
２
０
２
０
年

度
が
支
払
期
日
と
さ
れ
て
い
る
リ
ー

ス
料
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
最
終

基
準
で
は
こ
れ
が
６
カ
月
間
延
長
さ

れ
、
２
０
２
１
年
６
月
30
日
以
前
に

お
け
る
期
日
の
リ
ー
ス
料
ま
で
が
対

象
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
開
示
に
お
い

て
も
当
該
免
除
措
置
が
適
用
さ
れ
た

範
囲
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

適
用
関
係

修
正
基
準
は
、
２
０
２
０
年
６
月

１
日
以
降
開
始
す
る
事
業
年
度
に
適

用
さ
れ
、早
期
適
用
も
認
め
ら
れ
る
。

米
中
対
立
が
激
化
し
て
い
る
。
主

要
７
カ
国
首
脳
会
議
（
Ｇ
７
サ
ミ
ッ

ト
）
に
つ
い
て
、
ト
ラ
ン
プ
米
大
統

領
は
開
催
時
期
を
９
月
以
降
に
す
る

予
定
だ
。
感
染
症
対
策
の
た
め
オ
ン

ラ
イ
ン
方
式
が
通
例
と
な
っ
て
い
る

国
際
会
議
を
、
対
面
で
実
施
す
る
こ

と
自
体
が
異
例
と
さ
れ
る
。

世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
脱

退
を
示
唆
す
る
な
ど
、
中
国
に
対
抗

す
る
政
策
表
明
が
続
い
て
い
た
だ
け

に
、
今
回
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は
困

難
な
対
中
国
政
策
の
根
回
し
を
対
面

で
行
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
た
。
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証　
　
券

こ
れ
か
ら
の
世
界
の
株
価
は
ア
メ
リ

カ
次
第

この10日間に公表・公布された経理関係重要法規等
日　付 法　規　等 出　所 備　考 掲載号

2020年
５月29日

「連結財務諸表の用語、様式及び作
成方法に関する規則に規定する金
融庁長官が定める企業会計の基準
を指定する件」の一部改正（案）

金融庁

5月28日に公表されたIFRS16号「リース」を指定国際会計基準
とするもの。公布の日から適用される予定。コメント期限は６月
29日まで。
https://www.fsa.go.jp/news/r1/sonota/20200529_kaikei.html

―

2020年
５月29日

継続会開催を予定する場合の取締
役選任議案の記載例（改訂版）

東京株式 
懇話会 
研究部

法務省の「商業・法人登記事務に関するＱ＆Ａ」の更新に伴うもの。
「当初の株主総会の時点において改選期にある取締役の任期が満了
するものとして選任する場合」の記載例が追加され、留意事項が追
記された。
http://www.kabukon.net/pic/study_2020_07.pdf

2020年
６月１日号
情報ダイ
ジェスト

2020年
６月３日 グループ通算制度に関するQ＆A 国税庁

グループ通算制度に係る疑問点等について、税務上の取扱い等を取
りまとめたもの。適用対象法人等、申告・納付など13の項目につい
て、43のＱ＆Ａが記載されている。なお、グループ通算制度に係る
政令および省令等が公布された際には、本Ｑ＆Ａの内容等について
も改訂される予定とのこと。
https://www.nta.go.jp/law/joho-zeikaishaku/hojin/group_faq/
pdf/0020004-041.pdf

―

実
際
に
、
今
回

は
ロ
シ
ア
、
韓

国
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
、
イ
ン
ド
の

４
カ
国
を
招
待
す

る
計
画
を
示
し
、

最
大
11
カ
国
で
の

開
催
を
表
明
し
て

い
る
。
対
中
国
包

囲
網
の
構
想
を
示

し
た
と
み
ら
れ

る
。
ト
ラ
ン
プ
米

大
統
領
の
対
中
国

政
策
は
、
貿
易
交

渉
の
み
に
と
ど
ま

ら
ず
、
対
立
激
化

の
方
向
へ
引
き
上

げ
ら
れ
た
こ
と
に

な
る
。

米
経
済
に
お
け

る
最
も
大
き
な
下

押
し
リ
ス
ク
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ

る
影
響
の
長
期
化

で
あ
る
と
さ
れ

る
。
４
月
に
は
失

業
率
が
14
・
７
％

に
ま
で
上
昇
し
て

お
り
、
雇
用
や
個

人
消
費
の
動
向
は

長
期
低
迷
と
な
っ

て
い
る
。

今
回
の
問
題
が
起
き
る
以
前
か

ら
、
中
国
と
の
貿
易
戦
争
は
米
経
済

に
負
担
と
な
っ
て
い
た
。
昨
年
12
月

に
米
中
間
の
「
第
１
段
階
の
合
意
」

が
発
表
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
側
が
追
加

制
裁
関
税
の
見
送
り
や
実
施
分
の
税

率
引
下
げ
、
中
国
側
が
農
産
物
の
輸

入
拡
大
な
ど
を
表
明
し
た
。
そ
の
後

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
発

生
し
て
も
、
当
初
は
米
中
と
も
に
対

策
実
施
で
協
力
し
て
い
く
と
み
ら
れ

て
い
た
。
し
か
し
、
ウ
イ
ル
ス
発
生

源
や
初
期
対
応
の
責
任
を
め
ぐ
っ
て

米
中
間
の
対
立
が
激
化
し
、
貿
易
交

渉
は
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

問
題
に
お
い
て
も
、
ム
ニ
ュ
ー
シ
ン

米
財
務
長
官
が
主
張
す
る
雇
用
情
勢

の
今
年
後
半
の
回
復
に
は
懐
疑
的
な

見
方
が
強
い
。
そ
こ
に
米
中
対
立
が

加
わ
れ
ば
、
雇
用
環
境
の
悪
化
は
加

速
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

米
経
済
の
行
方
を
占
う
う
え
で
昨

年
は
最
大
の
焦
点
だ
っ
た
米
中
貿
易

戦
争
の
動
向
に
も
、
注
目
が
集
ま
っ

て
い
る
。

株
価
の
バ
ブ
ル
を
指
摘
す
る
声
が

世
界
中
で
高
ま
る
な
か
、
世
界
の
株

式
市
場
の
５
月
末
の
株
価
は
、
３
月

20
日
前
後
の
最
安
値
か
ら
20
～
35
％

上
昇
、
５
月
は
世
界
同
時
回
復
・
上

昇
の
月
と
な
っ
た
。

平
均
株
価
で
み
て
上
昇
率
が
特
に

高
い
の
は
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
日

本
、
カ
ナ
ダ
な
ど
で
、
30
％
を
超
え

て
い
る
。

中
国
、
香
港
は
１
桁
台
の
上
昇
に

と
ど
ま
っ
た
が
、
こ
れ
は
３
月
の
株

価
下
落
が
相
対
的
に
小
幅
で
あ
っ
た

こ
と
の
反
映
で
あ
り
、
加
え
て
５
月

末
に
香
港
の
政
治
情
勢
の
不
安
定
化

が
影
響
し
た
と
さ
れ
る
。

先
進
各
国
の
株
価
変
動
の
規
模

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
被
害
の
大
小
と
反
比
例
し
て
い
る

と
の
見
方
も
あ
る
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
が
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
の
中
心
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

な
っ
た
と
宣
言
し
た
時
、
そ
の
中
心

は
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
フ
ラ
ン

ス
、
イ
ギ
リ
ス
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら

の
国
は
、
株
価
の
戻
り
が
比
較
的
鈍

い
。こ

れ
に
対
し
ア
メ
リ
カ
で
は
、
感

染
者
数
、
死
亡
者
数
を
人
口
比
で
み

る
と
、
イ
タ
リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど

と
大
き
な
差
は
な
い
が
、
株
価
回
復

に
は
差
が
生
じ
て
お
り
、
景
気
や
企

業
収
益
の
回
復
力
の
評
価
に
差
が

あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

一
方
、
日
本
は
感
染
者
数
、
死
亡

者
数
と
も
欧
米
先
進
国
と
比
べ
て
非

常
に
少
な
い
。
日
本
の
株
式
市
場
で

は
、
予
想
を
大
き
く
上
回
る
回
復
ぶ

り
を
み
せ
て
い
る
。

５
月
の
世
界
株
価
の
同
時
上
昇

は
、
ア
メ
リ
カ
の
回
復
力
が
リ
ー
ド

し
た
と
さ
れ
、
今
後
の
株
価
の
展
望

も
ア
メ
リ
カ
次
第
と
の
見
方
が
強

い
。ア

メ
リ
カ
経
済
で
は
、
好
ま
し
く

な
い
統
計
数
字
の
発
表
が
相
次
い
で

い
る
が
、
足
元
の
各
産
業
界
の
動
き

を
月
単
位
で
み
る
と
、
４
月
が
底
で

あ
っ
た
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。

さ
ら
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は
Ｇ
Ａ
Ｆ

Ａ
に
代
表
さ
れ
る
Ｉ
Ｔ
企
業
が
成
長

を
続
け
て
お
り
、
景
気
や
株
価
へ
の

影
響
力
を
強
め
て
い
る
。こ
の
た
め
、

米
経
済
で
は
実
績
数
字
が
悪
く
て
も

株
価
に
は
さ
ほ
ど
響
か
な
い
と
の
声

も
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
市
場
に
お
い
て
警
戒
す

べ
き
は
、
株
価
の
行
き
過
ぎ
と
、
感

染
第
２
波
の
発
生
で
あ
る
と
み
ら
れ

て
い
る
。


